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遺伝子改変動物は、昨今の生命科学研究には欠かすことのできないツールの1つとなっ
ています。特に任意のゲノム領域をターゲットとした遺伝子ノックアウト動物の作製は、
ES細胞を用いないと作出困難だった時代から、現在では、ゲノム編集技術の発展で受精卵
を操作するだけで、いとも簡単に作出できるようになってきました。
このゲノム編集技術の進歩は凄まじく、マイクロマニピュレーターを使わずとも、Cas9

蛋白質とｇRNAの複合体を用いればエレクトロポレーション法で、短時間で多数の受精卵
を処理でき、遺伝子改変効率だけでなく、作業効率も改善されてきました。このように遺
伝子改変動物を作製するには非常に効率のいいゲノム編集技術ですが、効率が良すぎるあ
まり、ヘテロ変異が得られにくく、ホモ変異致死の表現型を持つ遺伝子では系統の樹立効
率が悪くなるケースや、モザイク変異が起こりやすくF0解析が意外に困難であるというこ
とも分かってきました。
一方で、従来から遺伝子改変動物の作製に使われてきたES細胞も、ゲノム編集と組み合
わせることで効率よく遺伝子ノックアウトなどが可能となり、事前にスクリーニングでき
ることが受精卵に対抗できるメリットの1つでもあります。また、ES細胞は、2細胞期胚の
2つの割球を電気融合させた4倍体胚と集合させる4倍体胚補完法により、ES細胞のみに由
来する胎児や産仔が得られF0解析も可能となります。
本ランチョンセミナーでは、エレクトロポレーションによるゲノム編集と、4倍体胚補完
法を1つのマシーンで実施可能なCFB16-HB/Genome Editor Plusを用いた時短表現型解析の
実施例 (参考1‐3)について、紹介したいと思います。
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